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日本社会事業大学同窓会北海道支部【（２０２１年4月５日発行 第３2号】 

（事務局＝むかわ町穂別80番地10 愛誠会内 0145-45-2455） 

 

＊＊＊社会福祉随想リレー＊＊＊ 

「人事交流研修」を通じて得たもの 

                                      はるにれの里生活介護事業所ぼぬーる 

                                   学部５８期    松 川 真 子 

 

 昨年１０月１日から１２月２８日までの３か月間、私の職場である社会福祉法人はるにれの

里と当別町にある社会福祉法人ゆうゆうとの間で人事交流研修を行いました。この研修は、

お互いの法人が１名ずつ職員を交換し、お互いの職場で働くという初めての試みでした。こ

のたび、その研修に私が参加しましたので、以下、研修についての報告をさせていただきま

す。 

 

1．社会福祉法人ゆうゆうについて 

 

この法人は、2003 年北海道医療大学のボランティアセンターとして設立したのが始まり

で、2013 年に社会福祉法人化しました。法人理念は「ひとりの想いを文化に」を掲げ、地域

の過疎化が進む当別町を拠点に江別市、東京都の一部で社会福祉サービスを行なっていま

す。社会福祉サービスに限らず幅広い事業を行っており、その中でも私が関心をもった取り

組みについてご紹介します。 

① 本格的な農作業 

この法人では、担い手がいなくなった広大な敷地を持つ農園を引継ぎ、利用者と多くの作

物を生産しています。自分たちが食べる分だけを生産しているわけではなく、出来上がった

作物は東大の学食として提供されたり、近隣の農協や通販で販売されたりもしています。 

一つの商品として生産し、地域の農園の活性化と共に社会に貢献していく取り組みは素

晴らしかったです。 
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② アート活動 

 こでは、アート活動が盛んに行われており、厚生労働省「障害者芸術文化活動普及支援事

業」の北海道・北東北ブロックの広域センターとしての役割も果たしています。そのため社会

福祉法人には珍しく、学芸員として勤務している職員がいます。その人と話をする中で、支

援とは別の視点で、芸術として利用者の作品と向き合う姿勢を感じ、「芸術を楽しむ」ことや

「作品として展示する」ことなど、多くのことを教えてもらいました。 

 

２．研修内容と取り組み 

 

 研修では、グループホームでの勤務がメインで、夜勤、日勤、支援会議などに携わらせても

らいました。私が勤務したグループホーム（以下 GH)は地域の老朽化したアパートを１棟ごと

改修した建物を使用しており、１階は男性棟、2 階は女性棟として使われていました。ユニッ

ト型として使用している他、男性利用者の中には独居型として使用している人がいました。

職員が同じ建物にいながらも独居生活が可能なのは、アパートという特性をうまく生かした

作りだからではないでしょうか。また、ユニット型の各居室にも風呂、トイレが設置されてお

り、プライバシーが確立されていました。 

 GH では、研修中の課題として、利用者が自立して物品管理ができるような支援に取り組

みました。この利用者は自立度が高く買い物が好きな人なのですが、洗剤やシャンプーなど

の消耗品を大量購入してしまい、物品管理が苦手という困り感を持っていました。そこで、そ

の人との関わりから「適切なストック数と購入のタイミングがわからないのではないか」という

仮説を立てました。そして、洗剤やシャンプーを印をつけた透明な容器に移し替え、印の所ま

で使ったら、購入するという仕組みを作りました。ここでは普段、はるにれの里で行っている

視覚支援をうまく活用することができました。 

 仕組みを作った段階で研修が終了してしまったのですが、今では支援の狙い通りに自立し

て物品管理ができるようになった、と報告を受けてとても嬉しく思います。 

 GH の勤務以外の日は、生活介護事業所でも勤務をさせてもらいました。この生活介護事

業所は地域の中学校の廃校舎をそのまま利用しており、ユニットの名前が「音楽室」や「校長

室」などとてもユニークでした。作業活動として農作業に力を入れており、それぞれが得意を

活かした作業に取り組んでいました。実際にナスの苗抜きの仕事を一緒にさせてもらいまし

た。その後、ご褒美に利用者と一緒に食べたメロンはとても美味しかったです。 

 

３．研修から学んだこと 

 

 ３か月間に渡る研修の中で地域の人と話をしたり、法人の人から事業の説明を聞いたりし

ながら、そこからたくさんの学びを得ました。 

 まず、「地域にある資源として地域を支え、支えられている法人」ということです。 

 主に障害分野のサービスを行っているものの、少子高齢化で過疎な地域を支えるべく、高

齢者のニーズにも対応できる仕組みができていました。また、畑仕事を地域のボランティアの

人が手伝ったり、GH の宿直業務を北海道医療大の学生がアルバイトとして担ったりなど、
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地域の人たちの力が大きく働いていました。 

 次に、「社会福祉のイメージを変えている」ということです。 

 ゆうゆうでは、中高生に対して積極的に社会福祉教育を行なっていました。 

 「社会福祉といえば介護だけで、きつい仕事」というイメージを払拭するべく、社会福祉の

多様性やクリエイティブで楽しい一面を伝え、社会福祉に関心を持ってもらっていました。私

も社会福祉関連の就活生に社会福祉の魅力を伝える機会はありますが、まだ社会福祉を知

らない世代に対して話をするというのはとても有意義に感じました。 

 

４．おわりに 

 

 研修では、ゆうゆうのみなさんをはじめ、当別町の人たちの暖かさに大変支えてもらいまし

た。研修の話を受けた当初は、3か月間という期間に不安を覚えたこともありました。しかし、

研修が開始すると毎日がとても楽しく、あっという間に終了してしまいました。自由に思いっ

きり研修ができたのも、受け入れてくれたゆうゆうのみなさんや、快く送り出してくれたぼぬ

ーるの職員のおかげだと思っています。 

 私の人生の中でも財産となる貴重な経験になりました。 

 また、改めて3年間働いてきて身についていたことや、これからの支援員としての課題を再

確認するよい機会ともなりました。 

 研修に携わってくれた全てのみなさんに感謝申し上げます。 

 

 

社大とのリモート授業について 

                        社会福祉法人「栄和会」 

                               同窓会副会長（学部第２３期） 瀬戸 雅嗣 
 

 コロナ過で昨年の就活フェアが中止となり、同窓会と大学のつながる機会が減ってしまっ

たことは、みなさんご存じのことと思います。 

 こうした状況下にあって、北海道同窓会（以下、｢道同窓会｣）として、何か出来ることはない

かと、本学同窓会や本学働きかけていました。 

 他方、本学では年度当初からリモート授業となり、特に社会福祉援助技術演習がどのよう

に出来るのか、その方策を検討していました。 

 そこで倉持香苗先生から、「同窓会で施設訪問や実習に関するリモート授業に応じてくれ

る施設・事業所等がないか」という打診があり、同窓会では木村副会長と私の法人が手を挙

げ、リモート授業を行いました。同窓会誌「原宿」に、木村副会長と私のコメントが載っていま

したが、当法人で行った２回の授業についの報告をします。 

 

＊ まずは２年生… 

 

 第１回目は、１１月１７日に２年生対象の「社会福祉援助技術実習倉持クラス」で、出席者は１
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２人。２年生はこの時期、通常であれば各種の施設を訪問し実習先をイメージするとのことで

す。しかし、コロナ過でこれが出来ないため、リモート授業で少しでも社会福祉現場の感覚を

感じてもらおうということでの実施でした。２年生にとっては初めてのゲスト講義だったそう

です。 

 今回授業を受け入れたのは、特別養護老人ホーム「あつべつ南５丁目」（石﨑剛施設長）で

した（余談ですが、石﨑施設長と倉持先生は日本福祉大学の同期生とのこと。お互い最初は

分からずにいたものの、授業終了後の打ち合わせで判明したらしいです。大きい大学は同

期もすぐわからない場合があるんですね）。 

 授業は、事前に業務課久慈相談係長が特養あつべつ南 5丁目での相談事例を提示し、前

週の授業で学生がグループ討議しており、その討議結果を発表してもらい、それに久慈係長

がコメント。その後特養あつべつ南5丁目の説明や相談員の役割、施設でのチームケアの現

状などを説明しました。また、学生全員が老人福祉や相談員の業務に関する質問をして、そ

れに久慈係長が答えて授業が終了しました。 

 

＊ 続いて３年生… 

 

 第２回目は１１月２５日に、３年生対象の「社会福祉援助技術演習倉持ゼミ」で、出席者は１２

人。今回も特養あつべつ南5丁目で、講師は石﨑施設長。あつべつ南5丁目は令和元年開

設ですが、特養建設まで約１０年隣地にあるデイサービスセンターあつべつ南 5 丁目を拠点

に地域とのつながりを作ってきました。 

 この開設にあたっては地域とのつながりを重要視しており、施設内に誰もが利用できるコミ

ュニティカフェを開設して、地域拠点としての役割を担っています（残念ながら、昨年２月か

らコロナの影響でカフェは休業中です）。 

 授業はその休業中のカフェから行いました。石﨑施設長から厚別区やこの地区の特徴の

説明のあと、特養開設の経緯や特徴、地域との交流についてを説明しました。ゼミでは前期

に多世代が利用することができる地域拠点の重要性についての理論を学んでおり、講義の

途中で店内を映し出しながら授業を行ったことで、参加者全員が同じ空間を見て、地域拠点

を理解することが出来たようでした。 

 ちなみに私は、両日とも最初と最後に一応卒業生としてあいさつだけしています。 

 

＊ リモート授業を通じて… 

 

 同窓会と大学の連携については、さまざまな課題があります。しかし、とりあえず出来ること

から初めてみました。学生から感想文が送られてきて、少しは役に立つことが出来て良かっ

たのではないかと思っています。 

 また今後、これらを総括し、同窓会と大学の連携の在り方、とりわけ学生への働きかけや協

力について、積極的に道同窓会として取り組んでいかれたら良いと考えています。 

 道同窓会員のさらなるご協力をお願いします。 
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アガペへの感想、読者の声など 

 

＊ 大橋謙策先生より… 

 いろいろご苦労様です。アガぺ第 31号、早速読ませていただきました。 

 北海道支部が大いに頑張っていることが分かり、嬉しい限りです。 

 ① 菱沼先生の報告者も、日本社会事業大学の状況がよくわかり佳かったです。 

 ② 杉村先生の『生きるということ』（萌文社）は、とてもいい本です。市販はされていません

が、萌文社に申し込めば１５００円で購入できます。是非読んでください。 

 皆さま、ご自愛の上、ご活躍下さい。 

 

＊ 大内高雄氏（元北星大教授）より… 

 冠省 社大の卒業生でなく、関係者の一人として、標記広報をお届け下さり感謝します。大

変な状況のなかで暮らしていますが、皆様のよきお働きをお祈りしております。 

 

＊ 「アガペ」は年に４回の発行を予定しており、とりわけこのコロナ禍にあっては、同 窓会

と同窓会員を繋ぐ架け橋の一つと考えています。 

  送付先は、道内同窓会員のほか、社会福祉系大学の卒業生や社会福祉職場で働く み

なさん、また社大関係者等です。この際、そうしたみなさんよりご感想等をいただ いている

ため、今回より、それらを掲載することとしました。 

  また特に、道同窓会員のみなさんは、近況等の報告を事務局あてに送ってくださる と有

り難く思っています。何とぞよろしくお願いします。 

 

 

第１５期生「入学５０周年記念のつどい」資料集を発行 

 

 学部第１５期生は、１９７１年入学、１９７５年卒業のため、今年の４月で「入学５０周年」を迎え

ました。 

 これを記念して、３月２０日に、原宿にある東郷会館にて、記念の｢つどい｣を開催すべくこ

れまで準備を進めてきました。 

 しかし、コロナ禍により開催を断念し、その替わりに「記念資料集」を発行することとしまし

た。 

 その内容は、校歌や社大節、同期生の近況報告、恩師たちからのメッセージ、在学当時の

資料や写真、原宿周辺の写真等です。資料等の提供を同期生に依頼し、また近況等の｢報

告｣もお願いしました。 

 これを元に、同窓会事務局（木村副会長＝１５期生、事務局の横山さん）のご協力を得て、

予定通り３月中に無事発行することができました。 

 「資料集」は、道同窓会にも寄贈予定ですし、母校同窓会 HP にも掲載予定です。興味の

ある方は是非、ご覧ください。 
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現役学生に対する支援について（報告と依頼） 

 

 標記について、先の総会資料中でカンパ（募金）の依頼を道同窓生に行いました。 

 ３月末日までの集計で、９人の同窓生より、７６,０００円のカンパがありました。 

 これについては、本学同窓会あてに送金し、本学とも協議してもらい、適切な形での有効

活用を図ってもらえるように依頼しました。 

 また、本学同窓会に対しても、道同窓会としては、その時々の状況に合わせた提案を行っ

ており、今回も、「できれば全国的な規模での活動を展開してもらいたい」と要請してありま

す。 

 加えて、道同窓会としては、今後もカンパ活動を継続しますので、心ある方は道同窓会あ

て（下記参照）に資金送付をお願いします。 

 

 

 

道同窓会年会費納入とカンパのお願い 

 

 「アガペ」発行をはじめとする道同窓会のささやかな活動は、同窓会員のみなさんの年会

費で賄われています。 

 ４月１日現在、１００人以上の道同窓会員と関係者の皆様に、「アガペ」を始めとした様々な

資料を提供しています。 

 道同窓会員のみなさんにおかれましては、それぞれの立場や職場等で、日本と北海道の社

会福祉等の推進に邁進されていることと思います。道同窓会は建学の精神に則り、そうした

みなさんの活動を把握し、共有することで、さらに広い方々との結びつきを構築していかれ

れば良いと考えています。 

 つきましては、今年１月に送付した｢総会資料｣にあるとおり、以下の口座に、AＴＭより、年

会費のご入金をよろしくお願いします。 

 なお年会費は、１年分（１～１２月）で、２０００円です。 

 また、上述のように、「現役学生へのカンパ」活動も継続していますので、年会費送付の際

に、こちらへのご協力も何とぞよろしくお願いします。 

 

 ＊ ゆうちょ銀行の北海道支部口座は…… 

★ 口座名…日本社会事業大学同窓会北海道支部 

☆ 記 号…１９０００ 

★ 番 号…４４２４５１８１ 

 


